
 

 

 

 

 
  

 本日をもってバンドン日本人学校の第２学期を終了しま

す。一年の中で最長の２学期は課業日が84日間でした。水泳

授業、修学旅行、遠足、日本文化体験Vol.1、学習発表会など、

実に多くの行事等がありました。一つ一つの行事の目的を明

確にし、単なるイベントではなく、その教育的意義を大切にす

る中で、園児・児童・生徒一人一人の確かな成長を見ることが

できました。子どもたちは、役割を担う中で、責任感が強まり、

協力する姿、周りに心配りをする姿などがそれらの一つです。

BJS教職員は、これらの過程の中で①目的を明確に共有する、

②過程の姿を把握する、③事後に適切に評価する、の３点を大

切にして、心がけているところです。行事等の成功の可否は、

子どもたちの姿でこそ語っていきたいと考えます。 

おかげさまで、大きな事故や怪我がなく二学期を終えること

ができます。保護者の方々 、BJC をはじめとする多くの学校

関係者の皆様のご理解とご支援を日々頂戴しましたことに、

この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月はU-17ワールドカ

ップで盛り上がった BJS

ですが、交流会も含めて貴

重な機会に恵まれました。

世界を舞台に戦う若い選

手やスタッフの姿を通し

て、子どもたちは多くのことを学

ぶことができました。日本代表チ

ームの選手のこれからの益々の

活躍を心から祈ります。 

その代表チームから11月12日

の「交流会」の際に贈呈していた

だいた選手のサイン入りの「ユニ

フォーム」と「記念ボール」をケ

ースに入れて、応接室に展示して

います。ご来校の際に是非ご覧い

ただければと思います。 

あの時の選手の輝く勇姿と、子

どもたちの熱い声援、明るい笑顔

がよみがえります。 

 

 

 

 

 

チトセ（株）様よりBJSに寄

贈品を頂戴しました。別館大ホ

ールの本格使用開始に合わせ

て、「パイプ椅子30脚」と「長

机10台」です。これまでにも

児童・生徒の机・椅子なども寄

贈していただいています。 

ありがとうございます。大切に使用させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

「問題提起」と書くと少し大袈裟ですが、保護者の皆さんに

は、是非一度考えていただきたい内容です。日本の学校でも何

かと話題になる「子どもとスマートフォン」についてです。現

代社会には欠かせないとても便利な機器ではありますが、 

「スマホを見ないと気持ちが落ち着かない」「毎日、２時間以

上もの長時間使用が当たり前に」「本当に必要なこと以外にお

いても、ルーティンのように使う」「読書や体験活動、家族と

と楽しむための時間が減少する」など、依存症にも近い、好ま

しくない状況も心配されます。 

基本的には、各ご家庭の問題ですが、保護者の責任の下、き

ちんと相談のうえルールを作っていくことが大切だと思いま

す。例えば、「連続使用１時間以内」とか、「自室に籠って使

用しない」とか、「使用する『時と場』を判断する」などです。

また、「週に何日かは『スマートフォンDon’t touch Day』

を設定する」なんて言うのも、有効かもしれません。 

3 学期の主な予定（青字:休業日） 

月 日 曜 内容 

1 8 月 第３学期始業式 

1 9 火 避難訓練（火災） 

1/16～1/22 群馬大学インターンシップ 

2 3 土 日本文化体験 Vol.2 

2 5 月 代休（2/3 分） 

2 8 木 ムハンマド昇天祭 

2 9 金 有給休暇取得奨励日 

2/22～2/23 中学部・定期考査 

3 8 金 修了式・卒園式・卒業式・離任式 

3/9～4/15 春休み・断食明け大祭 

 太陽の子 12月号 
学校だより 令和５年12月22日 

バンドン日本人学校 

第２学期終業式 寄贈品・パイプ椅子と長机 

U-17日本代表･記念ユニフォーム 

日本文化体験 

U-17 日本代表との交流会 

問題提起！子どもとスマートフォン 


